
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定　

野
田
市
駅
西
土
地
区
画

整
理
事
業
の
施
行
に
伴
い
野
田
市
駅

市
営
第
２
自
転
車
等
駐
車
場
の
位
置

を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
駐
車
場
の

入
出
庫
に
関
す
る
規
定
を
整
備
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部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定　

野
田

市
立
こ
だ
ま
学
園
及
び
野
田
市
立
あ

さ
ひ
育
成
園
に
つ
い
て
、
施
設
の
管

理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
た
め

指
定
の
手
続
等
の
規
定
を
定
め
る
と

と
も
に
、
障
が
い
児
に
対
す
る
支
援

体
制
を
更
に
充
実
さ
せ
る
た
め
施
設

の
業
務
等
に
関
す
る
規
定
を
整
備

◆
議
案
第
５
号　

野
田
市
関
宿
斎
場

の
指
定
管
理
者
の
指
定　

タ
カ
ラ
ビ

ル
メ
ン
株
式
会
社
を
指
定

◆
議
案
第
６
号　

野
田
市
自
転
車
等

駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定　

サ

イ
カ
パ
ー
キ
ン
グ
株
式
会
社
を
指
定

◆
議
案
第
７
号　

野
田
市
立
あ
お
い

空
の
指
定
管
理
者
の
指
定　

社
会
福

祉
法
人
野
田
み
ど
り
会
を
指
定

◆
議
案
第
８
号　

野
田
市
立
こ
だ
ま

学
園
及
び
野
田
市
立
あ
さ
ひ
育
成
園 こだま学園、あさひ育成園は来年４月に指定管理者制度を導こだま学園、あさひ育成園は来年４月に指定管理者制度を導入入

◆
議
案
第
１
号　

野
田
市
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
額
を
改
正

◆
議
案
第
２
号　

野
田
市
自
転
車
等

時
支
援
及
び
短
期
入
所
に
関
す
る
業

務
を
新
た
に
実
施
す
る
た
め
、業
務
、

利
用
の
要
件
、
使
用
料
等
に
関
す
る

規
定
を
整
備

◆
議
案
第
４
号　

野
田
市
立
こ
だ
ま

学
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
及
び
野
田
市
立
あ
さ
ひ
育
成
園
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

◆
議
案
第
３
号　

野
田
市
立

あ
お
い
空
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定　

野
田

市
立
あ
お
い
空
に
お
い
て
一

　わたしたち野田市民は、日本国憲法、地方自治法の基本理
念に則り、地域の個性を生かしながら、基本的人権を尊重し、
平和を尊ぶ野田らしいまちづくりに懸命に努力を続けている。
　日本国憲法、地方自治法施行５０周年の節目の年にあたり、
わたしたちは、両法の重要性を再認識するとともに、市民憲
章の精神、平和祈念碑の碑文の精神を育みつつ、豊かな自然
と歴史を生かした健康な文化都市を目指すために、ここに野
田市を「個性豊かなまちづくりを行う人権・平和尊重都市」
とすることを宣言する。 （平成９年５月５日）

個性豊かなまちづくりを行う
人権・平和尊重都市宣言

１２
’１４

　

平
成　

年
第
５
回
定
例
市
議
会
は
、　

月
４
日
か
ら　

26

12

24

日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。今
議
会
で
は
、こ

だ
ま
学
園
や
あ
さ
ひ
育
成
園
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に

向
け
た
準
備
費
用
を
含
む
補
正
予
算
案
や
、
あ
お
い
空
の

一
時
支
援
・
短
期
入
所
の
業
務
追
加
な
ど
、　

議
案
を
上

16

程
し
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

 
平
成　

年
第
５
回
定
例
市
議
会 

２６こ
だ
ま
学

　
こ
だ
ま
学
園園
なな

どど
のの
指
定
管
理
者

指
定
管
理
者
制制

度度

導
入
導
入
のの

　
　
準準
備備
費費
用用
をを
含
む
補

含
む
補
正正
予予
算算

案案
なな
どど

議
案

　

議
案
をを
上
程
上
程

1616

平
成　

年
第
４
回
市
議
会
臨
時
会
の
結
果

26

　
　

月　

日
、臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、

11

27

次
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

《
報
告
》

専
決
処
分
の
報
告（
２
件
）

《
可
決
さ
れ
た
議
案
》

野
田
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
／
野
田
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
／
野
田
市
買
物
便
利

拠
点
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
／
平
成

　

年
度
野
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

26（
第
４
号
）／
平
成　

年
度
野
田
市
国

26

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）／
平
成　

年
度
野
田
市

26

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）／
平
成　

年
度
野
田
市

26

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）／
平
成　

年
度
野
田
市

26

次
木
親
野
井
特
定
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）／
平
成　

年
度
野
田
市
後
期

26

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）



許許

　

市
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら
東

28

部
保
育
所
の
管
理
運
営
を
行
う
指

定
管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
要
項
は
、　

年
１
月
９
日

27

金
ま
で
（
土
・
日
・
□祝
 

・
年
末
年

始
を
除
く
）
保
育
課
で
配
布
す
る

ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

も
入
手
で
き
ま
す
。

※
募
集
は
、
法
人
そ
の
他
団
体
の
み

を
対
象
と
し
、
個
人
は
応
募
で
き
ま

せ
ん

【
問
合
せ
】
募
集
の
こ
と
は
保
育

課
、
指
定
管
理
者
制
度
の
こ
と
は

行
政
管
理
課

野
田
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ

野
田
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場場

　
ひ
ば
り
・
け
や

ひ
ば
り
・
け
や
きき
のの
各
コ
ー
ス

各
コ
ー
ス
でで

冬
季
特
別
割

　
　
　
　
　
　
　
　

冬
季
特
別
割
引引

～
平

　
　
　
　

～
平
成成　

年
１
月
５
日
か
ら
２

年
１
月
５
日
か
ら
２
月月　

日
ま
で
～

日
ま
で
～

２７２７

２８２８

　

野
田
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
で

は
、
平
成　

年
１
月
５
日
月
か
ら
２

27

月　

日
土
ま
で
、
冬
季
特
別
割
引
を

28
実
施
し
ま
す
。

　

ひ
ば
り
コ
ー
ス
は
全
日　

円
割
引

500

し
、
市
民
の
方
は
、
全
日
４
千
円

民
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
進
め
て

お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
月
曜
日

と
金
曜
日
は
、
千
円
の
市
民
特
別
割

引
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、市
民
の
方
が
対
象
の「
け

や
き
友
の
会
」（
有
料
）に
入
会
い
た
だ

く
と
、
平
日
の
利
用
料
金
が
２
千
円

割
引
と
な
り
、
こ
の
２
つ
の
割
引
を

組
み
合
わ
せ
る
と
、月
曜
日
と
金
曜
日

は
、６
千　

円
で
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。

100

　

け
や
き
コ
ー
ス
で
は
、
コ
ン
ペ
利

用
時
の
割
引
や
特
別
優
待
券
の
割
引

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
コ
ー
ス
と
も
年
末
年
始

も
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
野
田
市
パ
ブ
リ
ッ
ク

ゴ
ル
フ
場
の
各
コ
ー
ス
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ

く
り
課
、
プ
レ
ー
の
予
約
は
野
田
市

パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
ひ
ば
り
コ
ー

ス
☎
７
１
３
８ 

１
１
１
２
・
同
け
や

き
コ
ー
ス
☎
７
１
３
８ 

１
１
１
１

－

－

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ペ
ア
か
ら
今
春

生
ま
れ
た
幼
鳥
２
羽
の
愛
称
募
集

に　

件
の
応
募
が
あ
り
、
コ
ウ
ノ
ト

241
リ
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
推
進
協

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
愛
称

　
　
　
　

８
点
が
最
終
候
補
に

妹（２羽目）姉（１羽目）

まことあい

すみれあかね

ミライアカリ

ひかりきらり

みどりココ

あやめさつき

あゆまゆ

はるか（遥）未来
※２羽の愛称を併記して募集。
　姉（１羽目）の五十音順で掲載

■愛称の１次選考結果

　

な
お
、
１
次
選
考
で
選
ば
れ
た
愛

称
を
応
募
さ
れ
た
方
に
は
、
愛
称
決

定
後
の
来
年
２
月
ご
ろ
、
記
念
品
を

贈
呈
す
る
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ

く
り
課

東
部
保
育
所
の

　
　

指
定
管
理
者
を
募
集

愛称は小学生の投票で決愛称は小学生の投票で決定定

議
会
の
選
考
委
員
で
１
次

選
考
を
行
っ
た
結
果
、
８

点
が
最
終
選
考
の
愛
称
候

補
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

最
終
選
考
と
し
て
市
内

全
小
学
校
に
投
票
箱
を
設

置
し
、
児
童
か
ら
の
投
票

で
最
多
票
を
獲
得
し
た
愛

称
を
採
用
し
ま
す
。

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

の
指
定
管
理
者
の
指
定　

社
会
福
祉

法
人
は
ー
と
ふ
る
を
指
定

◆
議
案
第
９
号　

野
田
市
立
清
水
保

育
所
の
指
定
管
理
者
の
指
定　

株
式

会
社
こ
ど
も
の
森
を
指
定

◆
議
案
第　

号　

野
田
市
春
風
館
道

１０

場
の
指
定
管
理
者
の
指
定　

特
定
非

営
利
活
動
法
人
野
田
春
風
会
を
指
定

◆
議
案
第　

号　

野
田
市
道
路
線
の

１１

認
定　

路
線
整
理
の
た
め
認
定
（　
11

路
線
）

◆
議
案
第　

号　

野
田
市
道
路
線
の

１２

廃
止　

路
線
整
理
の
た
め
廃
止
（
４

路
線
）

◆
議
案
第　

号　

平
成　

年
度
野
田

１３

２６

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

◆
議
案
第　

号　

平
成　

年
度
野
田

１４

２６

市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

◆
議
案
第　

号　

平
成　

年
度
野
田

１５

２６

市
用
地
取
得
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

◆
議
案
第　

号　

平
成　

年
度
野
田

１６

２６

市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

（
乗
用
カ
ー
ト
付
）の
利
用
料
金
で
、

け
や
き
コ
ー
ス
は
平
日
千　

円
割
引

300

し
、
９
千　

円
（
食
事
・
乗
用
カ
ー

100

ト
付
）
の
利
用
料
金
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー

プ
レ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
け
や
き
コ
ー
ス
で
は
、
市



距

■災害時協力井戸一覧（４月１日～１０月３１日登録分。※は非公表）

停電時
の利用

利用区分所有者
または
管理者

井戸の所在地地区
生活
雑用水

飲用
可能

○※関宿台町２６０関宿
北部

○○※上花輪７３５

中央
○○※清水１３

○石塚　博昭清水２１－５

○茂木　敬三野田３７４

敬称略。地区の区分は、野田市統計書「大字別世帯数及び人口」
に基づきます

　

市
は
、
大
規
模
災
害
や
水
質
事
故

な
ど
で
水
道
水
の
供
給
が
停
止
し
た

場
合
に
備
え
、
市
の
応
急
給
水
を
補

○
断
水
時
の
み
所
有
者
の
厚
意
で
提

供
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
所
有
者
の

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

う
た
め
、「
災
害
時
協
力
井
戸
」
の
登

録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
か
ら
申
し
込
み
を
い
た

だ
き
、　

月　

日
現
在
、
登
録
件
数

10

31

は　

件
に
な
り
ま
し
た
。

282

　

市
報
５
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し

た
以
降
に
追
加
登
録
し
た
井
戸
は
、

左
表
の
５
件
で
す
。
近
く
に
井
戸
が

あ
る
か
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
登
録
井

災災
害害
時
協
力
井
戸
の

　
　
　
　
　

登
録
件
数
が　

件
に

282

指
示
に
従
う
こ
と

○
所
有
者
の
被
災
状
況
に
よ
り
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と

○「
飲
用
可
能
」な
井
戸
も
利
用
者
の

責
任
で
利
用
す
る
こ
と

　

ま
た
、
新
た
に
登
録
に
協
力
い
た

だ
け
る
場
合
に
は
、
無
料
の
水
質
検

査（
初
回
の
み
）の
ほ
か
、
停
電
時
に

も
井
戸
が
利
用
で
き
る
手
動
ポ
ン
プ

の
設
置
や
発
電
機
購
入
の
助
成
も
、

引
き
続
き
行
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
民
生
活
課

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

の
だ
元
気
市
場
閉
店
後
の

シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
運
営
者
を
募
集

　

市
は
、
日
常
生
活
圏
に
買
い
物
が

で
き
る
場
所
が
な
く
、
移
動
の
交
通

手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
世
帯
な
ど

に
、新
鮮
な
野
菜
を
中
心
に
、肉
や
魚

な
ど
の
生
鮮
食
料
品
や
総
菜
を
提
供

し
よ
う
と
、
中
心
市
街
地
の
空
き
店

舗
を
市
が
借
り
て
、
平
成　

年
７
月

24

に
公
設
民
営
の
買
物
便
利
拠
点
「
の

だ
元
気
市
場
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
近
隣
に
ス
ー
パ
ー
が
開

店
し
て
か
ら
来
客
数
が
大
き
く
減
少

し
た
こ
と
を
受
け
、
買
物
弱
者
対
策

と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
と
し
て
、

の
だ
元
気
市
場
を　

月　

日
土
に
閉

12

20

店
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

閉
店
後
の
店
舗
で
は
、
イ
ベ
ン
ト

と
販
売
を
組
み
合
わ
せ
た
活
用
を
行

う
ほ
か
、　

年
３
月
に
シ
ル
バ
ー
サ

27

ロ
ン
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

　

年
３
月
に
開
設
予
定

２７
　

市
は
、
高
齢
者
の
仲
間
づ
く
り
や

引
き
こ
も
り
予
防
、
認
知
症
対
策
と

し
て
、
地
域
の
高
齢
者
が
気
軽
に
立

ち
寄
り
、
茶
飲
み
話
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
事
業
を
第
５
期

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
を
開
設

す
る
た
め
、
管
理
運
営
を
行
う
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

【
所
在
地
】
野
田　
 

2
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【
募
集
対
象
】
高
齢
者
向
け
の
福
祉

活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
（
構
成
員
が
５
人
以
上

お
り
活
動
歴
が
１
年
以
上
の
団
体
で
、

法
人
格
は
問
わ
な
い
）

※
個
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

【
募
集
要
項
配
布
期
間
・
場
所
】　
12

月　

日
月
～　

年
１
月　

日
水（
土
・

15

27

14

日
・
□祝
 
・
年
末
年
始
を
除
く
）・
高
齢
者

福
祉
課

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可

【
現
場
説
明
会
日
時
・
会
場
】　

月
12

　

日
月　

時
か
ら
・
新
設
シ
ル
バ
ー

22

10

サ
ロ
ン
予
定
地

※
現
場
説
明
会
に
参
加
し
な
く
て
も
応

募
で
き
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
参
加
し

て
く
だ
さ
い

※
現
場
説
明
会
で
は
、
募
集
要
項
の
配

布
は
行
い
ま
せ
ん

【
問
合
せ
】
の
だ
元
気
市
場
の
こ
と

は
商
工
課
、
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
の
こ

と
は
高
齢
者
福
祉
課

－

■新設シルバーサロン位置図

戸
の
所
在
地
の

一
覧
と
地
図
上

に
所
在
地
を
表

示
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
し

出
に
よ
り
所
有

者
名
や
管
理
者

名
を
公
表
し
な

い
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
所
在

地
の
入
口
に
は

標
識
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

利
用
す
る
際

に
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。



■募集案件

鋸

各
種
計
画
や
条
例
案
に

　
　
　
　
　
　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　

市
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
市
の
基
本
的
な
方
向

性
を
示
す
計
画
や
条
例
を
策
定
す
る

際
に
、
事
前
に
案
を
公
表
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
て
計

画
や
条
例
に
反
映
さ
せ
る
「
パ
ブ
リ

案
件
名

野
田
市
環
境
美
化
条
例
改
正
案

野
田
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用
に
関
す
る
条
例

改
正
案

人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
野
田
市
行
動
計
画
（
第

二
次
改
訂
版
）
素
案

第
６
期
野
田
市
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業

計
画（
野
田
市
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
）素
案

野
田
市
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
案

野
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
が
包
括

的
支
援
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
基
準
を
定

め
る
条
例
案

野
田
市
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン（
第
４
期
計
画
）素
案

野
田
市
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
総
合
対
策
プ
ラ
ン
（
第

３
次
改
訂
版
）
素
案

募
集
期
間

　

月　

日
木
ま
で

１２

１８

平
成　

年
１
月
５
日
月
ま
で

２７

平
成　

年
１
月
７
日
水
ま
で

２７

　

月　

日
月

１２

１５

　

～
平
成　

年
１
月　

日
火

２７

１３

　

月　

日
月

１２

１５

　

～
平
成　

年
１
月　

日
火

２７

１３

担
当
課

環
境
保
全
課
思
７
１
２
４
・
６
２
４
２

清
掃
計
画
課
思
７
１
２
３
・
１
０
７
４

人
権
施
策
推
進
課
思
７
１
２
３
・
１
１
０
７

高
齢
者
福
祉
課
思
７
１
２
３
・
１
０
９
５

児
童
家
庭
課
思
７
１
２
３
・
１
０
８
７

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
」
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
左
表
の
８
つ
の
計
画
や
条

例
の
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
、
次

の
と
お
り
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

　

閲
覧
は
公
民
館
や 

　

図
書
館
で
も

　

各
案
件
は
、
各
担
当
課
窓
口
や
市

役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資

料
コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館
、
各
図
書

館
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

　

意
見
は
、
所
定
の
用
紙
（
任
意
様

式
可
）
を
直
接
持
参（
土
・
日
・
□祝
 
・
年

末
年
始
を
除
く
）
す
る
か
、
閲
覧
場

所
に
あ
る
意
見
投
函
箱
に
投
函
（
閉

館
日
を
除
く
）、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
提
出
す
る
ほ
か
、
フ
ァ
ク
ス
、

郵
送（
最
終
日
の
消
印
有
効
）の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
、
案
件
名
と
担
当
課

名
を
明
記
し
、
〒　
 

８
５
５
０
野
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田
市
役
所
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
頂
い
た
意
見
の
概
要
や
意

見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、

個
人
情
報
を
除
き
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。 －

　

臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
期
間

を
、
平
成　

年
１
月
５
日
月
ま
で

27

延
長
し
て
い
ま
す
。

　

臨
時
福
祉
給
付
金
や
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
受
け
取
る

に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
支
給

の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の
上
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
の
給
付
金
も
、
期
限
ま

で
に
申
請
し
な
い
場
合
は
、
辞
退

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
期
限
内
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
市
役
所
８
階
で
も
申
請
を
受
付

　

郵
送
に
よ
る
申
請
の
ほ
か
、
市

役
所
８
階
レ
ス
ト
ラ
ン
脇
に
開
設

し
て
い
る
「
給
付
金
申
請
受
付
・

相
談
窓
口
」
で
も
、
８
時　

分
か

30

ら　

時　

分
ま
で
相
談
や
受
付
を

17

15

行
っ
て
い
ま
す
（
土
・
日
・
□祝
 

・

年
末
年
始
を
除
く
）。

　

詳
細
は
、
市
報
７
月
１
日
号
と

と
も
に
配
布
し
た
「
臨
時
福
祉
給

付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
特
集
」
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】臨
時
福
祉
給
付
金
の
こ

と
は
臨
時
福
祉
給
付
金
室
（
行
政

管
理
課
内
）、子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
の
こ
と
は
児
童
家
庭
課

２２
つつ
のの
給
付
給
付
金金

期
限

　

期
限
内内
にに
申
請
申
請
をを

1月5日まで

市役所では相談も受市役所では相談も受付付



漁

と
が
で
き
ま
す
。

　

月　

日
に
説
明
会
を
開
催

１２

２５

　

制
度
の
開
始
に
あ
た
り
、
介
護
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て

い
た
だ
く
方
を
募
集
す
る
た
め
、
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
申
請
は
説

明
会
へ
の
出
席
が
必
要
で
す
の
で
、

参
加
受
付
期
間
内
に
電
話
で
野
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】　

月　

日
障　

時
～　

時

12

25

10

11

【
場
所
】総
合
福
祉
会
館
第
１
会
議
室

【
定
員
】
先
着　

人
40

【
対
象
者
】
介
護
保
険
制
度
の
要
介

護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
な

い
市
内
在
住
の　

歳
以
上
で
、
介
護

65

保
険
料
に
滞
納
が
な
い
方

【
参
加
受
付
期
間
】　

月　

日
鐘
～

12

17

　

日
鐘

24※
今
後
の
説
明
会
の
開
催
日
程
は
、
市

報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

　

説
明
会
で
は
、
制
度
や
活
動
の
手

順
な
ど
の
説
明
の
ほ
か
、
ポ
イ
ン
ト

を
貯
め
る
ス
タ
ン
プ
欄
や
登
録
証
な

ど
を
掲
載
し
た
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

　

市
は
、
高
齢
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
て
社
会
活
動
や
地
域
貢

献
を
行
う
こ
と
で
、
自
身
の
健
康
維

持
と
介
護
予
防
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
来
年
１
月
か
ら
「
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
を
開

始
し
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
、
市
の
指

65
定
す
る
介
護
保
険
施
設
な
ど
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
ご
と
に
ポ
イ

ン
ト
が
貯
ま
り
、
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト

は
交
付
金
に
交
換
し
て
受
け
取
る
こ

健
康
維
持
と
介
護
予
防
へ

　
介
護
支　
　

援

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
を

テ
ィ
ア
手
帳
」
と
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

受
け
入
れ
る
介
護
保
険
施
設
と
活
動

内
容
な
ど
を
掲
載
し
た
「
受
入
施
設

一
覧
」
を
配
布
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
際
に

は
、
場
所
や
活
動
内
容
な
ど
か
ら
施

設
を
選
び
、
電
話
で
各
施
設
に
受
入

状
況
を
確
認
の
上
、
活
動
日
を
調
整

し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
は
年
最
大
５
千
円

　

活
動
が
終
わ
る
と
、
１
時
間
に
つ

き
１
ポ
イ
ン
ト
（
１
日
２
ポ
イ
ン
ト

ま
で
）
が
貯
ま
り
ま
す
。　

ポ
イ
ン

10

ト
ご
と
に
千
円
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

毎
年
４
月
末
ま
で
に
、
野
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
交
付
金
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

交
付
金
は
、
各
年
度
ご
と
に
最
大

５
千
円（　

ポ
イ
ン
ト
分
）を
、
５
月

50

ご
ろ
に
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

※
本
制
度
は
、
野
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
行
っ
て
い
る
野
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
と

は
異
な
る
事
業
で
す

【
問
合
せ
】
制
度
の
こ
と
は
高
齢
者

福
祉
課
、
説
明
会
の
参
加
申
込
や
登

録
の
こ
と
は
野
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
７
１
２
４ 

３
９
３
９

－

る
た
め
の
歩
道
拡
幅
な
ど
、
計
画

的
に
道
路
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

「
都
市
計
画
道
路
梅
郷
西
駅
前

線
」
は
、
市
内
を
南
北
方
向
に
通

る
都
市
計
画
道
路
山
崎
吉
春
線
と

流
山
街
道（
旧
県
道
松
戸
野
田
線
）

を
結
び
、
さ
ら
に
梅
郷
駅
西
口
駅

前
広
場
に
通
じ
る
延
長
約　

メ
ー

850

ト
ル
、
幅
員　

メ
ー
ト
ル
の
南
部

16

地
域
の
幹
線
道
路
で
す
。

　

市
は
、
渋
滞
解
消
の
た
め
の
道
路

交
通
網
の
整
備
や
安
全
性
を
確
保
す

都
市
計
画

道　
　

路

 

梅
郷
西
駅
前
線

　
　
　
　
　

月
末
に
全
線
開
通

11

部
の
信
号
機
が
点
灯
さ
れ
、
全
線
開

通
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
道
路
建
設
課

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

梅郷駅へのアクセスがより便利に ボランティア仲間や施設利用者との交流も

①レクリエーションなどの指導や運営補助

②お茶出しや食堂内の配膳、下膳などの補助

③散歩や外出、施設内移動の補助

④施設利用者の話し相手

⑤施設職員と行う軽微で補助的な活動

⑥草取り、草花などの手入れ

■施設での主なボランティア活動内容

　

平
成　

年
度
か
ら
整
備
を
進
め
、

14

一
部
区
間
が
開
通
し
て
い
ま
し
た
が
、

　

月　

日
に
流
山
街
道
と
の
交
差
点

11

30

■梅郷西駅前線位置図



禦

　

人
事
行
政
の
運
営
状
況
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
３
階
）
と
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
ま
す
。

◆
職
員
数
と
任
免
の
状
況

○
職
員
数（
各
年
度
４
月
１
日
現
在
）

○
採
用
状
況（　

年
度
）

２５

◆
分
限
と
懲
戒
の
状
況

○
分
限
処
分

　

病
気
で
勤
務
に
耐
え
ら
れ
な
い
な

ど
の
事
由
が
あ
る
場
合
、
地
方
公
務

員
法
第　

条
の
規
定
に
よ
り
、降
任
、

28

免
職
、
休
職
、
降
給
の
処
分
を
す
る

も
の
で
、　

年
度
は
降
任
１
人
、
休

25

職　

人
で
し
た
。

17
○
懲
戒
処
分

　

職
務
上
の
義
務
違
反
や
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行

が
あ
っ
た
場
合
、
地
方
公
務
員
法
第

予
防
の
た
め
、
定
期
健
康
診
断
、
破

傷
風
予
防
接
種
、
V
D
T
作
業
職
員

健
康
診
断
、
産
業
医
に
よ
る
健
康
相

談
、
心
の
健
康
（
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
）

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
福
利
厚
生（　

年
度
）

２５

　

職
員
の
健
康
保
持
、
元
気
回
復
を

目
的
に
保
養
施
設
の
利
用
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
実

施
に
対
す
る
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
千
葉
県
市
町
村
職
員
共
済

組
合
で
短
期
給
付（
医
療
関
係
な
ど
）・

長
期
給
付
（
年
金
関
係
）・
福
祉
（
人

間
ド
ッ
ク
な
ど
）
事
業
を
、
職
員
と

市
で
費
用
を
負
担
す
る
千
葉
県
市
町

村
職
員
互
助
会
（　

年
度
千　

人
加

25

71

入
・
市
負
担　

万
７
千
円
）
で
給
付

164

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
野
田
市
公
平
委
員
会
の
報
告

　

公
平
委
員
会
に
平
成　

年
度
に
提

25

出
さ
れ
た
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置

の
要
求
は
１
件
で
、不
利
益
な
処
分
の

不
服
申
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
部
門
別

の
職
員
数
、
職
員
削
減
計
画
の
数
値
目

標
と
進
捗
状
況
、
主
な
休
暇
・
休
業
制

度
の
取
得
状
況
を
加
え
て
公
表
し
ま
す

※
職
員
の
給
与
の
状
況
は
、
平
成　

年
２７

２
月
の
市
報
に
掲
載
予
定
で
す

【
問
合
せ
】
人
事
課

◆
勤
務
時
間
の
状
況

○
一
般
職
の
標
準
的
勤
務
時
間

◆
採
用
試
験
の
状
況

○　

年
度
実
施（　

年
度
採
用
）

２５

２６

○
事
由
別
退
職
の
状
況（　

年
度
）

２５

◆
服
務
の
状
況

○
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況（　

年
）

２５

職
員
数
や
勤
務
時
間
な　
　

ど

 
を
公
表

区
分

一　

般

行
政
職

（
上
級
）

一　

般

行
政
職

（
初
級
）

土　

木

技
術
職

保
健
師

消
防
士

計

申
込

者
数

　
２１５

　
３０

　
１４

　
１１

　
２３

　
２９３

第
１
次

受　

験

者　

数

　
１４４

　
２４９８

　
２１

　
２０６

第
１
次

合　

格

者　

数

　
５４

　
１０６４

　
１３

　
８７

第
２
次

合　

格

者　

数

　
２２７４２

　
１０

　
４５

最　

終

合　

格

者　

数

　
１５４３２８

　
３２

採
用

者
数

　
１３３２１７

　
２６

年　

度

　
２２
　
２３
　
２４
　
２５
　
２６

人　

数

千　

人 
１２２

千　

人 
１１５

千　

人 
９０

千　

人 
６７

千　

人 
４８

区　
　

分

職　　種

計

一
般
行
政
職 

建
築
技
術
職 

土
木
技
術
職 

保
健
師 

管
理
栄
養
士

歯
科
衛
生
士

一
般
行
政
職 

  
（
育
休
任
期
付
職
員
）

栄
養
士

  
（
育
休
任
期
付
職
員
）

消
防
士

広
報
戦
略
官

  
（
任
期
付
職
員
）

再
任
用

  
（
短
時
間
勤
務
職
員
）

採
用
者
数

　

人 
２０２

人 
２
人 

３
人 

１
人 

１
人 

３
人 

１
人 

５
人 

１
人 

３
人 

　

人 
４２

区　
  
分

定
年
退
職 

勧
奨
退
職 

そ
の
他 

計 

人    
数

　

人 
１７

　

人 
１３

　

人 
２８

　

人 
５８

勤
務
時
間 

勤
務
時
間
の
割
振
り 

休
憩
時
間 

勤
務
を
要
し
な
い
日 

１
週
間
に
つ
き 

　

時
間　

分 

３８

４５

８
時　

分
か
ら 

３０

　

時　

分
ま
で 

１７

１５

正
午
か
ら 

　

時
ま
で 

１３日
曜
日
・
土
曜
日 

対
象
職
員
数（
Ａ
） 

付
与
日
数（
Ｂ
） 

取
得
日
数（
Ｃ
） 

平
均
取
得
日
数（
Ｃ
／
Ａ
） 

取
得
率（
Ｃ
／
Ｂ
） 　

人 
９６８3

万
８
千　
・
６
日 

４３

１
万
１
千　
・
３
日 

９３６

　
・
３
日 

１２
　
・
４
％ 

３１

（
注
）
単
位
＝
人

※
最
終
合
格
者
数
は
名
簿
登
載
者
を
含
む

　

条
の
規
定
に
よ
り
、
戒
告
、
減
給
、

29停
職
、免
職
の
処
分
を
す
る
も
の
で
、

　

年
度
は
戒
告
４
人
、
減
給
４
人
、

25停
職
１
人
、
免
職
１
人
で
し
た
。

◆
研
修
と
勤
務
成
績
の
評
定

○
研
修（　

年
度
）

２５

　

職
務
上
の
階
層
ご
と
に
行
う
一
般

研
修
、
特
定
分
野
を
重
点
的
、
研
究

的
に
行
う
特
別
研
修
の
ほ
か
、
国
や

研
修
機
関
な
ど
に
委
託
や
派
遣
を
し

て
研
修
を
実
施
し
、
職
員
の
能
力
向

上
・
人
材
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
勤
務
成
績
の
評
定

　

地
方
公
務
員
法
第　

条
の
規
定
に

40

よ
り
、
毎
年
１
回
全
職
員
（
特
別
職

の
職
員
や
教
育
長
、
臨
時
職
員
を
除

く
）
の
人
事
評
価
を
実
施
し
、
結
果

は
勤
勉
手
当
へ
の
反
映
の
ほ
か
、
研

修
や
人
事
異
動
の
資
料
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。

◆
福
祉
と
利
益
の
保
護
の
状
況

○
健
康
管
理
の
状
況（　

年
度
）

２５

　

職
員
の
健
康
保
持
・
増
進
と
疾
病

区　

分 

一
般
研
修 

特
別
研
修 

委
託
研
修（
派
遣
研
修
）

自
己
啓
発（
通
信
教
育
）

受
講
者
数

　

人 
２７８

　

人 
６８９

　

人 
１２８９

人 

（
注
）特
別
職
、教
育
長
を
除
く
常
勤
の
職
員



魚

（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）を
作
成
し
、
公

表
し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に　

年
20

度
決
算
か
ら
は
、国
の
示
し
た「
総
務

省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
」に
基
づ
き
、水

道
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
特
別
会

計
と
、
土
地
開
発
公
社
や
開
発
協
会

な
ど
の
会
計
を
含
め
た「
連
結
財
務
４

表
」を
作
成
し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
財
政
課

　

現
在
の
地
方
公
共
団
体
の
公
会
計

制
度
は
、
年
ご
と
の
現
金
の
動
き
が

分
か
り
や
す
い
反
面
、
次
世
代
に
引

き
継
が
れ
る
資
産
や
負
債
の
ほ
か
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
コ
ス
ト（
費

用
）
の
情
報
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
平
成　

年
度
決
算
か
ら
、

11

市
独
自
の
普
通
会
計
貸
借
対
照
表

  
市
の
財
政
状
況
を
分
析

■連結貸借対照表
 　連結貸借対照表とは、会計年度末の市の資産と、その資産をどのような財
源（負債・純資産）で賄ったかを表したものです。資産と負債・純資産を左右
に分け、その合計が均衡していることからバランスシートと呼ばれます。

■連結行政コスト計算書
　連結行政コスト計算書とは、１年間の経常的な活動
のコストを性質別に示すとともに、その対価として得
た使用料や手数料などの収入の状況を表したものです。
　従来の公会計では捕そくできなかった減価償却費
などもとらえることができます。

　連結純資産変動計算書とは、連結グ
ループ全体の純資産が１年間でどれだ
け増減したかを表したものです。

■連結資金収支計算書
　連結資金収支計算書とは、１年間の
資金の動きを、どのような活動に充て
ているかを表したものです。
　地方税などの一般財源を経常収支
に計上していることから、表中の公
共資産整備収支や投資・財務的収支
は、マイナス表示になっています。

◇対象に含める会計の範囲

■連結純資産変動計算書

※連結財務４表中のＡ、Ｂ、Ｃの値は、それぞれが一
　致します（Ｃは、プラスとマイナスが逆転します）

平
成　

年
度
決
算

２５
（平成２５年度末）　　　　　　　　　　　　　　　               　　　　　　        （単位：百万円）

金額 【負債の部】金額 【資産の部】
７９，２９８１．固定負債２５４，０１４１．公共資産　　 
６１，８６６（１）地方公共団体地方債等２５０，４１０（１）有形固定資産
６，１８９（２）関係団体地方債等３，４８９（２）無形固定資産
３４３（３）長期未払金１１５（３）売却可能資産

１０，８９７（４）引当金
３（５）その他７，００８２．投資等

３４（１）投資及び出資金
８，９１９２．流動負債２７（２）貸付金
６，７３２（１）翌年度償還予定地方債等３，７３６（３）基金等
０（２）短期借入金３，７９２（４）長期延滞債権等
９６８（３）未払金０（５）その他
５２３（４）翌年度支払予定退職手当△　５７９（６）回収不能見込額
５２０（５）賞与引当金
１７６（６）その他１７，１８７３．流動資産

１１，６８０（１）資金 Ａ
８８，２１７　　     負債合計    　　①１，８１０（２）未収金

８８１（３）販売用不動産
金額【純資産の部】３，０１８（４）その他

△　２０２（５）回収不能見込額
１９０，００６　　純資産合計 Ｂ 　②

１４４．繰延勘定
２７８，２２４負債・純資産合計 ①＋②２７８，２２４　　資産合計

○上記対照表（バランスシート）からわかる市の状況
・民間に比べ資産の部の有形固定資産の割合が高くなっています。地方公共
　団体の特徴として、道路など市民サービスの基本となるインフラ資産を多
　く所有していることを意味します。
・２５年度末の市民一人当たりの資産は１７８万円、負債は５７万円、純資産は１２２
　万円で、資産のうち市民の持分割合（純資産合計／資産合計）は６８．３パーセン
　トとなりました。
・これまでの世代の道路や学校、公園などの社会資本に対する負担割合（社
　会資本形成の世代間負担比率＝純資産合計／公共資産）は、７４．８パーセントでした。

 （平成２５年度）　　　                                    （単位：百万円）
８０，６７２経常行政コスト
９，７８９１．人にかかるコスト
８，６１３（１）人件費
１，１７６（２）退職手当等引当金繰入等
１７，９４７２．物にかかるコスト
１０，４４７（１）物件費
３７９（２）維持補修費

７，１２１（３）減価償却費
５０，０９０３．移転支出的なコスト
４２，１５８（１）社会保障給付
７，３３７（２）補助金等
５９３（３）他会計等への支出額等

２，８４７４．その他のコスト
２，８４７（１）支払利息等
２９，５７１経常収益
２９，５７１　使用料・手数料等
５１，１０１純経常行政コスト Ｃ

○上記計算書からわかる市の状況
・経常行政コストは８０６億７,２００万円、支出に対する 
　受益者負担は経常収益２９５億７,１００万円で、差し引
　き５１１億１００万円は主に税金でまかなわれます。

（平成２５年度）　　    　        （単位：百万円）
１８７，２２２期首純資産残高
△　５１，１０１純経常行政コスト Ｃ
２９，７８８一般財源
２２，０８２　地方税　　　
５，２２６　地方交付税
２，４８０　その他行政コスト充当財源
２２，９９６補助金等受入
５４８臨時損益
５４８　損失補償等引当金繰入等
９出資の受入・新規設立
０資産評価替えによる変動額
３０７無償受贈資産受入
２３７その他

１９０，００６期末純資産残高 Ｂ
○上記計算書からわかる市の状況
・純資産は、２７億８,４００万円増加しまし
　た。純資産を増加させる要因は、地方
　税などの一般財源２９７億８,８００万円、補
　助金等受入額２２９億９,６００万円などで、
　減少させる要因は、連結行政コスト計
　算書の純経常行政コスト５１１億１００万
　円が、マイナスで計上されています。

（平成２５年度）　　           　  （単位：百万円）

１２，８６７１．経常的収支

△　２，９８０２．公共資産整備収支

△　９，９４７３．投資・財務的収支

０翌年度繰上充用額

△　６１当年度資金増減額

１１，５５０期首資金残高

１９０経費負担割合変更に伴う差額

１１，６８０期末資金残高 Ａ
○上記計算書からわかる市の状況
・２５年度の収支増減額は△６,１００万円で、 
 期末資金残高は１１６億８,０００万円となり
 ました。
※４表中の△はマイナスを表します。
　また、数字は百万円未満を四捨五
　入しているため、計と一致しない
　場合があります
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距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

市
内
で
の
創
業
希
望
者
に

　
   
準
備
か　
　

ら

 

創
業
後
ま
で
を
支
援

　

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
杯
第　

期
女
流

41

名
人
戦
五
番
勝
負
第
２
局
」
を
、
平

成　

年
１
月　

日
醤　

時
か
ら　

時

27

25

13

17

（
予
定
）
ま
で
、
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

５
階
の
関
根
名
人
記
念
館
対
局
室
で

開
催
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
日
行
う
大
盤
解
説
会

の
入
場
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

大
盤
解
説
会
は
、
４
階
の
関
宿
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
・
小
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
盤
面
の
解

説
の
ほ
か
、
参
加
者
は　

時
か
ら
５

13

分
程
度
の
対
局
観
戦
も
で
き
ま
す
。

　

入
場
希
望
者
は
、
１
月　

日
鍾
必

13

着
で
、
往
復
は
が
き
（
１
枚
で
１
人

入
場
可
）
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
返
信
用
の
宛
先
を
明
記

し
、
〒　
 

８
５
５
０
野
田
市
役
所

278

商
工
課
「
大
盤
解
説
会
」
係
へ
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

【
定
員
】　

人
（
抽
選
）

87

【
問
合
せ
】
商
工
課

－

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　

市
は
、　

月　

日
上
と　

日
醤
の

12

27

28

９
時
か
ら
正
午
ま
で
と　

時
か
ら　

13

16

時
ま
で
、
臨
時
の
資
源
物
回
収
所
を

野
田
市
再
資
源
化
事
業
協
同
組
合

（
西
三
ケ
尾　
 

２
）
と
旧
関
宿
ク

410

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
古
布
内
１
９
４

０ 

１
）
に
設
置
し
ま
す
。

　

回
収
の
対
象
と
な
る
資
源
物
は
、

－

－

二川小

二川中

■西三ケ尾の回収所案内図

■古布内の回収所案内図 紙
類
（
新
聞
や
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

な
ど
）、
衣
類
・
布
、
び
ん
類
、
空
き

缶
・
金
属
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
す
。

　

搬
入
す
る
際
は
、
品
目
ご
と
に
分

類
し
て
か
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
併
せ
て
同
所
で
小
型
家
電

の
回
収
も
実
施
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

業
ス
ク
ー
ル
」を
利
用
し
、市
の
認
定

書
を
交
付
さ
れ
た
方
は
、次
の
３
つ
の

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
株
式
会
社
を
設
立
す
る
際
に
、
登

記
に
か
か
る
登
録
免
許
税
が
資
本
金

の
０
・　

パ
ー
セ
ン
ト
に
軽
減
さ
れ

35

る
②
無
担
保
、
第
三
者
保
証
人
な
し

の
創
業
関
連
保
証
の
枠
が
１
千　

万
500

円
に
拡
充
さ
れ
る
③
創
業
関
連
保
証

の
特
例
が
創
業
６
か
月
前
か
ら
利
用

の
対
象
に
な
る

【
問
合
せ
】
商
工
課
、
野
田
商
工
会

議
所
☎
７
１
２
２ 

３
５
８
５
、
野

田
市
関
宿
商
工
会
☎
７
１
９
８ 

０

１
６
１

－

－

　

月　

日
・　

日
に
臨
時
資
源
回
収
所
設
置

12

27

28

　

地
域
の
創
業
を
積
極
的
に
支
援
す

る
産
業
競
争
力
強
化
法
が
平
成　

年
26

1
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
金
融
機
関

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
商
工
会
議
所
、
商

工
会
な
ど
と
連
携
し
て
創
業
支
援
事

業
を
行
う
「
創
業
支
援
事
業
計
画
」

を
自
治
体
が
策
定
し
、
国
の
認
定
を

受
け
る
と
、
そ
の
計
画
の
う
ち
特
定

創
業
支
援
事
業
に
該
当
す
る
支
援
を

受
け
た
創
業
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
は
、「
野
田
市
創
業
支
援

事
業
計
画
」
を
策
定
し
、　

月
に
国

10

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、
創
業
希
望
者
と
創
業

後
５
年
未
満
の
方
を
対
象
に
、
野
田

商
工
会
議
所
や
野
田
市
関
宿
商
工
会

な
ど
の
市
内
で
創
業
支
援
を
行
っ
て

い
る
事
業
者
と
連
携
し
、
創
業
の
た

め
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
相
談

窓
口
の
開
設
な
ど
、
創
業
準
備
か
ら

創
業
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
幅
広
く
支

援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
の
創
業
を
希
望
し
て
い
る

方
は
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
特
定
創
業
支
援
事
業
者
へ
の
支
援

　

野
田
商
工
会
議
所
で
特
定
創
業
支

援
事
業
の「
創
業
相
談
窓
口
」や「
創

　

水
道
管
が
日
陰
に
あ
る
場
合
や
む

き
出
し
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
、
気

温
の
低
下
で
凍
結
・
破
裂
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

凍
結
を
防
ぐ
に
は
、
保
温
材
を
蛇

口
の
手
前
ま
で
巻
き
、
さ
ら
に 
濡 
れ
ぬ

な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
を
巻

く
の
が
有
効
で
す
。

　

ま
た
、
凍
結
で
水
が
出
な
い
と
き

に
は
、
自
然
に
解
凍
す
る
の
を
待
つ

か
、
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ
せ
た
上
か

ら
「
ぬ
る
ま
湯
」
を
ゆ
っ
く
り
か
け

て
解
凍
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
場

合
は
、
水
道
部
工
務
課
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
水
道
部
工
務
課
☎
７
１

２
４ 

５
１
４
６

－

水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
に
注
意
を

　
（
一
社
）全
日
本
吹
奏
楽
連
盟
主

催
「
第　

回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ

27

コ
ン
テ
ス
ト
」
が
、　

月　

日
醤

11

23

に
大
阪
城
ホ
ー
ル（
大
阪
市
）で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
、
中
学
の
部
で
南

部
中
学
校
が
出
場
し
、
参
加
し
た

各
地
区
代
表　

校
の
中
か
ら
、
金

23

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
指
導
課

マ
ー
チ
ン
グ
の
全
国
大
会
で

　
　
　
　

南
部
中
学
校
が
金
賞
に

「
女
流
名
人
戦
」大
盤
解
説
会
の
入
場
者
募
集
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【
種
類
】
住
民
監
査
請
求

【
期
間
】
平
成　

年
９
月
５
日
～　

26

11

月
４
日

【
対
象
部
局
】総
務
部
、教
育
委
員
会

【
監
査
対
象
】
特
定
非
営
利
活
動
法

人
野
田
春
風
会
と
平
成　

年
４
月
１

26

日
付
け
で
締
結
し
た
、
野
田
市
春
風

館
道
場
の
管
理
に
関
す
る
年
度
協
定

の
締
結
が「
違
法
・
不
当
な
契
約
の
締

結
」
に
当
た
り
、
同
年
５
月　

日
に

20

支
出
し
た
指
定
管
理
料
が
「
違
法
・

不
当
な
公
金
の
支
出
」
と
な
る
か

【
監
査
の
結
果
】
請
求
人
の
主
張
に

は
理
由
が
な
い
も
の
と
認
め
、
棄
却

【
監
査
委
員
】
染
谷
肇
、
野
口
義
雄

※
住
民
監
査
請
求
は
、
市
民
が
市
長
な

ど
の
執
行
機
関
や
職
員
に
よ
る
公
金
の
支

出
、
財
産
の
管
理
、
契
約
の
締
結
な
ど

の
財
務
会
計
上
の
行
為
が
、
違
法
か
不
当

と
認
め
る
と
き
に
、
監
査
委
員
に
対
し
監

査
を
求
め
、
必
要
な
措
置
を
請
求
す
る
も

の
で
す

※
全
文
は
、
市
役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー

ル
の
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
や
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す

【
問
合
せ
】
監
査
委
員
事
務
局

 
監
査
結
果

公　立私　立

保
育
所
名

東
部

中
根

福
田

乳
児

花
輪　
 　

※
１

尾
崎　
 　

※
１

北
部　
 　

※
１

木
間
ケ
瀬 
※
１

清
水　
 　

※
１

南
部　
 　

※
１

聖
華

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク

ー
ル
の
だ

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク

ー
ル
せ
き
や
ど

ア
ス
ク
七
光
台

ア
ス
ク
川
間

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク
ー

ル
さ
く
ら
の
さ
と

梅
郷

ア
ス
ク
古
布
内

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク
ー

ル
あ
た
ご　
 
※
２

所
在
地

鶴
奉　
２２８

中
根　
 
― 

１

３０

木
野
崎
１
６
４
８ 
― 
６

中
野
台　
１７

上
花
輪
新
町　
１４

尾
崎
１
７
１
４

谷
津　
 
― 

２

６８２

木
間
ケ
瀬
３
１
５
２
―
１

清
水　
８８１

山
崎
１
２
１
４

上
三
ケ
尾　
 
― 

１

４５４

中
野
台　
 
― 

２

５６４

次
木　
 
― 

１

２７９

谷
津　
３６７

尾
崎　
 
― 

１

８５３

桜
の
里 
一
丁
目 

１ 
― 

５

山
崎
１
９
５
２ 

古
布
内
1
5
2
7 
― 　
１3

宮
崎　
 
― 

１

１０１

電
話
番
号

７
１
２
２
・
７
１
５
８

７
１
２
２
・
５
７
４
１

７
１
３
８
・
０
５
７
７

７
１
２
４
・
２
２
２
４

７
１
２
２
・
１
７
７
０

７
１
２
９
・
２
０
０
９

７
１
２
５
・
４
６
９
７

７
１
９
８
・
３
８
２
５

７
１
２
２
・
５
０
５
０

７
１
２
４
・
２
２
２
１

７
１
３
８
・
２
７
７
５

７
１
２
１
・
０
１
１
５

７
１
３
６
・
２
２
１
１

７
１
２
６
・
５
２
２
１

７
１
２
７
・
１
５
１
５

７
１
９
２
・
７
６
７
１

７
１
２
６
・
５
７
１
２

７
１
９
６
・
５
１
６
１

７
１
９
９
・
３
２
９
７

保
育
年
齢

生
後

６
か
月
～

生
後　

日
目

５７

～
２
歳

生
後

６
か
月
～

生
後

　

日
目
～

５７

開
所
時
間

７
時

～　

時
１９

７
時

～　

時
２０

７
時
～　

時
２２

７
時
～　

時
２１

（
土
は　

時
）

１８

７
時
～　

時
２０

（
土
は　

時
）

１８

７
時

～　

時
２０

７
時
～　

時
２０

（
土
は　

時
）

１８

７
時
～　

時
２０

※１は指定管理者（民間会社）が運営する公立保育所
※２は26年11月に開設した民設民営の保育園

保
育
保
育
所所
とと
学
童
保
育

学
童
保
育
所所
でで

来

　

来
春春
のの
入
所
児

入
所
児
童童
をを
募
集
募
集

■学童保育所一覧

■認可保育所一覧
　

市
は
、
保
育
所
と
学
童
保
育
所
の

平
成　

年
４
月
入
所
児
童
を
募
集
し

27

ま
す
。

　
　

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
子

27
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
に
よ

り
、
認
可
保
育
所
の
入
所
に
は
、
市

の「
保
育
の
必
要
性
」の
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
利
用
申
し
込

み
に
も
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
申
込
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
保
育
課
、
児
童
家
庭

課
、
関
宿
支
所
、
各
出
張
所
で
配
布

中
で
す
。
受
付
は
、
保
育
所
は　

月
12

　

日
月
か
ら　

年
１
月　

日
鞘
ま
で
、

22

27

30

学
童
保
育
所
は
１
月
５
日
鉦
か
ら
２

月　

日
鍾
ま
で
の
い
ず
れ
も
８
時　

10

30

分
か
ら　

時　

分
ま
で
（
上
・
醤
・

17

15

□祝
 
・
年
末
年
始
を
除
く
）
行
い
ま
す
。

　

な
お
、保
育
所
用
申
請
書
の
配
布
・

受
付
と
学
童
保
育
所
用
申
請
書
の
配

布
は
保
育
所
で
、
学
童
保
育
所
用
申

請
書
の
配
布
は
学
童
保
育
所
で
も
そ

れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
ま
す
。
結
果
は　
27

年
３
月
上
旬
に
通
知
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
保
育
所
は
保
育
課
、
学

童
保
育
所
は
児
童
家
庭
課

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距
　

野
田
市
の
水
道
水
の
約
８
割
を
供

給
し
て
い
る
北
千
葉
広
域
水
道
企
業

団
で
、
高
度
浄
水
施
設
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、「
高
度
浄
水
処
理
方

式
」が
可
能
と
な
り
、水
質
に
応
じ
て

オ
ゾ
ン
処
理
や
粒
状
活
性
処
理
、生
物

処
理
を
行
い
ま
す
。旧
方
式
で
は
取
り

除
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
水
中
の

不
純
物
の
除
去
が
可
能
と
な
り
、
水

道
水
の
安
全
性
が
一
層
向
上
し
ま
す
。

　
　

月
中
に
北
千
葉
広
域
水
道
企
業

12
団
の
全
て
の
地
域
で
、
高
度
浄
水
処

理
さ
れ
た
水
が
供
給
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
水
道
部
業
務
課
☎
７
１

２
４ 

５
１
４
５

－

高
度
浄
水
処
理
水
の
供
給
を
開
始

“
節
エ
ネ
”を
テ
ー
マ
に
消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー

　

大
島
京
子
氏
（
消
費
生
活
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）に
よ
る「
お
手
軽
！
快
適
！

経
済
的
！
今
日
か
ら
始
め
る
節
エ
ネ

ラ
イ
フ
」
と
題
し
た
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
平
成　

年
１
月　

27

21

日
鐘　

時
～
正
午
中
央
公
民
館
講
堂

10

【
定
員
】
先
着　

人
50

【
申
込
み
と
問
合
せ
】　

月　

日
鞘

12

19

か
ら
電
話
か
直
接
市
民
生
活
課
へ

小
学
校
区

岩
木

尾
崎

川
間

木
間
ケ
瀬

清
水
台

関
宿

関
宿
中
央

中
央

東
部

七
光
台

南
部

福
田
第
一

福
田
第
二

二
川

二
ツ
塚

北
部

み
ず
き

宮
崎

柳
沢

山
崎

学
童
保
育
所
名

岩
木

岩
木
第
二 
※

尾
崎

尾
崎
第
二 
※

川
間

木
間
ケ
瀬

清
水

清
水
第
二 
※

関
宿　
　
 
※

関
宿
中
央

関
宿
中
央
第
二
※

野
田

野
田
第
二 
※

東
部

七
光
台

七
光
台
第
二
※

南
部　
　
 
※

南
部
第
二 
※

南
部
第
三 
※

福
田

三
ケ
尾　
 
※

二
川　
　
 
※

二
ツ
塚

北
部　
　
 
※

み
ず
き　
 
※

み
ず
き
第
二
※

宮
崎

宮
崎
第
二 
※

柳
沢

柳
沢
第
二 
※

山
崎

山
崎
第
二 
※

電
話
番
号

７
１
２
９
・
７
５
０
３

７
１
２
７
・
２
１
７
３

７
１
２
７
・
１
７
６
１

７
１
２
９
・
８
６
７
６

７
１
２
９
・
５
６
８
７

７
１
９
８
・
７
２
７
１

７
１
２
５
・
１
６
７
２

７
１
２
３
・
４
７
８
０

７
１
９
６
・
５
５
３
５

７
１
９
８
・
８
２
７
０

７
１
２
０
・
４
１
８
０

７
１
２
２
・
６
３
７
７

７
１
２
３
・
２
７
５
２

７
１
２
２
・
２
４
１
６

７
１
２
７
・
４
８
０
８

７
１
２
８
・
１
３
３
０

７
１
２
３
・
３
１
４
４

７
１
２
６
・
５
７
１
４

７
１
２
６
・
５
７
１
６

７
１
３
８
・
２
３
７
２

７
１
３
８
・
１
２
１
３

７
１
９
６
・
３
７
７
９

７
１
２
３
・
１
７
１
７

７
１
２
５
・
５
３
３
４

７
１
２
５
・
４
４
５
１

７
１
２
３
・
６
２
６
１

７
１
２
４
・
９
１
０
５

７
１
２
１
・
１
５
８
０

７
１
２
２
・
１
３
６
１

７
１
２
５
・
８
６
７
１

７
１
２
１
・
４
０
３
０

７
１
２
５
・
２
５
６
３

※は社会福祉協議会などに運営を委託。学童保育所が複数ある小学校区ではいずれかの学童保育所を選択できます

◎
訂
正
と
お
詫
び
…
市
報　

月
１
日
号　

面
に
掲
載
し
ま
し
た
認
可
保
育
所
一
覧
の
私
立
ア
ス
ク
古
布
内
の
電

１２

１０

話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
７
１
９
６
・
５
１
６
１
」
で
す
。
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。



い
ず
れ
も
当
日
会
場
へ
。
問
同
館
☎

７
１
９
６ 

１
４
０
０

◆
清
水
公
園
探
鳥
会　

平
成　

年
１

27

月
４
日
日
９
時
清
水
公
園
駅
西
口
集

合
。　

時　

分
解
散
。
小
学
生
以
上

12

30

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）。　

円
。

200

双
眼
鏡
な
ど
の
観
察
用
具
、
筆
記
用

具
持
参
。
当
日
会
場
へ
。
問
田
中
☎

７
１
２
３ 

２
８
１
３（　

時
以
降
）

18

募　

集

◆
献
血
に
ご
協
力
を　
　

月　

日
金

12

26

　

時
～　

時
（　

時　

分
～　

時
を

10

16

11

45

13

除
く
）
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。
全
血
の

み
。
問
社
会
福
祉
課

◆
子
ど
も
館
・
学
童
保
育
所
の
一
般

職
の
非
常
勤
職
員
な
ど　

①
児
童
厚

生
員
＝
水
～
日
８
時　

分
～　

時　

45

17

30

分
の
間
の
７
時
間　

分
。
②
主
任
学

30

－－

名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎
を
明
記
・

１
家
族
１
通
）
で
、
〒　
 

０
２
２

270

５
平
井　

関
宿
総
合
公
園
体
育
館
☎

401

７
１
９
８ 

８
５
０
０
へ

◆
交
流
サ
ロ
ン　

平
成　

年
１
月　

27

12

日
月　

時　

分
～　

時
総
合
福
祉
会

13

30

16

館
で
。「
手
づ
く
り
伝
統 
凧 
で
遊
ぼ
う
」

た
こ

と
題
し
た
講
演
と
交
流
。先
着　

人
。

40

　

円
。
当
日
会
場
受
付
。
問
古
橋
☎

200７
１
２
５ 

４
３
１
４

◆
未
就
業
歯
科
衛
生
士
復
職
支
援
研

修
会　

平
成　

年
１
月　

日
、　

日

27

18

25

の
日
９
時　

分
～　

時
千
葉
県
歯
科

30

17

医
師
会
館（
千
葉
市
）で
。
未
就
業
歯

科
衛
生
士
。
先
着　

人
。
２
回
参
加

40

で
き
る
方
。
申
込
み
は
事
前
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・
☎
を

明
記
）
で（
一
社
）千
葉
県
歯
科
医
師

会
☎　
（　

）６
４
７
１
・
思　
（　

）

043
241

043
248

２
９
７
７
へ

◆
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座
「
エ
ク
セ
ル

入
門
」　

平
成　

年
１
月　

日
～
２

27

27

月
３
日
の
火
金　

時
～
正
午
野
田
公

10

民
館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。全
３
回
。

マ
ウ
ス
操
作
と
文
字
入
力
が
で
き
る

方
。　

歳
以
上
。　

人（
抽
選
）。　

20

23

500

円
。
申
込
み
は　

月　

日
金
必
着
で

12

26

－

－－

京

往
復
は
が
き
（
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）
か
返
信
用

は
が
き
を
持
参
し
〒　
 

０
０
３
５

278

中
野
台　
 

１
野
田
公
民
館
☎
７
１

168

２
３ 

７
８
１
９
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
若
草
会
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

月　

日
火　

時　

分
～　

時
欅

12

23

13

30

16

の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。「
ア
ナ
と

雪
の
女
王
」、「
東
京
芸
大
２
年
生
に
よ

る
木
管
五
重
奏
」
な
ど
。
当
日
会
場

受
付
。
問
高
橋
☎
７
１
２
３ 

６
０

０
６

◆「
童
謡
の
会
」年
末
一
日
歌
声
喫
茶

　
　

月　

日
日　

時
～　

時
市
役
所

12

28

13

15

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
。
１
年
を

ふ
り
か
え
る
。「
青
春
時
代
」
や
「
歓

喜
の
歌
」、「
灯
」
な
ど
を
年
末
に
み

ん
な
で
大
合
唱
。
資
料
が
必
要
な
方

の
み　

円
。
問
清
水
☎
７
１
２
２ 

800

３
９
５
１

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
各
種
イ
ベ

ン
ト　

① 
凧 
の
競
演
…
平
成　

年
１

た
こ

27

月
１
日
木
～　

日
日
９
時
～　

時　

25

16

30

分（
入
館
は　

時
ま
で
）。
大
型
の
江

16

戸
角
凧
や
バ
ラ
モ
ン
凧
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
鳥
凧
な
ど
展
示
。
②
関
宿
城
百

景
写
真
展
…
１
月　

日
月
～
２
月　

12

12

日
木
９
時
～　

時　

分
（
入
館
は　

16

30

16

時
ま
で
）。公
募
し
た
関
宿
城
周
辺
を

題
材
と
し
た
写
真
を
展
示
。　

円
。

200

－

－

－

－

－

童
指
導
員
＝
月
～
金
は　

時
～　

時

13

18

　

分
、
土
曜
授
業
日
は　

時
～　

時

30

11

18

　

分
、
学
校
休
業
日
は
８
時
～　

時

30

18

　

分
の
間
の
８
時
間
。
③
学
童
指
導

30員
＝
月
～
金
は　

時
～　

時　

分
、

13

18

30

土
曜
授
業
日
は　

時
～　

時　

分
、

11

18

30

学
校
休
業
日
は
８
時
～　

時　

分
の

18

30

間
の
８
時
間
。
試
験
日
や
勤
務
地
、

必
要
資
格
な
ど
の
詳
細
を
確
認
の
上
、

申
込
み
は
平
成　

年
１
月
６
日
火
ま

27

で
に
児
童
家
庭
課
へ

◆
小
冊
子
「
ひ
ば
り
は
ど
こ
に
」
無

料
プ
レ
ゼ
ン
ト　

ヒ
バ
リ
の
生
態
な

ど
を
紹
介
し
た
小
冊
子
。
申
込
み
は

電
話
か
フ
ァ
ク
ス（「
ヒ
バ
リ
小
冊
子

希
望
」
と
明
記
し
・
住
所
・
氏
名
・

フ
リ
ガ
ナ
・
生
年
月
日
・
☎
・
性
別
・

ど
こ
で
知
っ
た
か
を
記
入
）
で
〒　
141

 

０
０
３
１
品
川
区
西
五
反
田
３ 

－

－

講
座
・
教
室

◆
冬
や
す
み
「
書
き
初
め
」
教
室　

　

月　

日
水
、　

日
木
の
９
時
～　

12

24

25

10

時
と　

時
～　

時
中
央
公
民
館
、　

10

11

26

日
金
～　

日
日
の
９
時
～　

時
と　

28

10

10

時
～　

時
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。

11

小
・
中
学
生
。
各
回
先
着　

人
。
各

10

千　

円
。
申
込
み
は　

月　

日
土
か

500

12

20

ら
鈴
木
☎　
 

４
４
３
９ 

４
８
０

090

３
へ

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ

教
室　

①
ミ
ニ
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
…

　

月　

日
～
平
成　

年
１
月　

日

12

27

27

31

（
１
月
３
日
、　

日
除
く
）
の
土　

17

14

時
～　

時
。
高
校
生
以
上
。
千　

円
。

16

20

②
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル
…
１
月

９
日
～　

日
の
金　

時
～　

時
。　

30

17

19

20

歳
以
上
の
経
験
者
。
千　

円
。
ラ
ケ

540

ッ
ト
持
参
。
③
や
さ
し
い
ヨ
ガ
…
１

月　

日
～　

日
の
土　

時
～　

時
。

10

31

14

15

　

歳
以
上
の
女
性
。
２
千　

円
。
マ

20

50

ッ
ト
持
参
。
い
ず
れ
も
全
４
回
。
①

は　

人（
抽
選
）。②
③
は
追
加
募
集
。

30

　

人（
抽
選
）。
申
込
み
は
①
は　

月

10

12

　

日
水
、
②
③
は
１
月
６
日
火
必
着

24で
電
話
か
往
復
は
が
き
（
住
所
・
氏

－

－

文
化
会
館
で
成
人
式

　

野
田
市
成
人
式
を
、
平
成　

年
27

１
月　

日
月　

時　

分
（
受
付
開

12

10

30

始
は　

時
）
か
ら
文
化
会
館
で
開

10

催
し
ま
す
。

　

対
象
は
、
平
成
６
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
す
。
市
外
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
成
人
式
に
出
席
を

希
望
す
る
方
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

昨年度は1,070人が参加

※
飲
酒
者
の
入
場
は
、
固
く
お
断
り

し
ま
す
。
会
場
内
に
飲
食
物
の
持
ち

込
み
は
で
き
ま
せ
ん

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課



皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

◎災害対策費に…諮２４４,１５９円＝野田市文化
団体協議会会長髙梨兵左衛門様
◎災害時救援物資に…諮パンの缶詰４５缶＝
株式会社堀建設代表取締役堀直道様
◎文化会館に…諮置き型ミラーボール１台、
カラープリンター１台＝輝ファクトリー代
表市川道行様

供

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

た
め
休
場　

平
成　

年
１
月
４
日
日

27

～
３
月　

日
日
。
ト
ラ
ッ
ク
と
フ
ィ

15

ー
ル
ド
内
の
ウ
レ
タ
ン
な
ど
の
改
修

工
事
の
施
工
に
よ
る
。
問
社
会
体
育

課
☎
７
１
２
４ 

７
９
３
０

◆
柏
税
務
署
の
駐
車
場
が
使
用
不
可

　

平
成　

年
１
月
５
日
月
か
ら
４
月

27

中
旬
ま
で
。
柏
税
務
署
を
確
定
申
告

書
作
成
会
場
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

に
よ
る
。
体
の
不
自
由
な
方
は
専
用

駐
車
場
が
使
用
可
能
。
来
署
は
な
る

べ
く
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
。
問

同
署
☎
７
１
４
６ 

２
３
２
１

会
議
な　
　

ど

 

の
傍
聴

◆
野
田
市
総
合
計
画
審
議
会　
　

月
12

　

日
月　

時　

分
か
ら
市
役
所
８
階

22

13

30

大
会
議
室
で
。
先
着　

人
程
度
。
手

15

話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
必
要
な
方
は

－

－

９ 
　

丸
和
ビ
ル（
公
財
）日
本
野
鳥

23

の
会
「
ヒ
バ
リ
小
冊
子
」
プ
レ
ゼ
ン

ト
係
☎
○０３
 

５
４
３
６ 

２
６
３
０
・

思
○０３
 

５
４
３
６ 

２
６
３
６
へ
。
問

み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ
く
り
課

相
談
・
そ
の
他

◆
労
働
・
生
活
・
健
康
な
ん
で
も
相

談
会　

柏　
　

月　

日
鐘　

時
～　

in

12

24

10

14

時
柏
駅
東
口
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
と
柏
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で
。

弁
護
士
や
医
師
な
ど
に
よ
る
労
働
・

生
活
・
健
康
な
ど
の
相
談
会
。
当
日

会
場
へ
（　

時
～　

時
は
電
話
相
談

10

15

も
受
付
）。問
ち
ば
派
遣
村　

東
葛
実

in

行
委
員
会
☎
７
１
３
６ 

７
８
４
３

◆
野
田
失
語
症
友
の
会　

平
成　

年
27

１
月
５
日
月　

時　

分
～　

時　

分

13

30

15

30

中
央
公
民
館
で
。
言
語
療
法
。
失
語

－

－

－

－

◆
移
動
販
売
車
「
ま
ご
こ
ろ
便
」
の

年
末
年
始
休
業　

買
物
弱
者
対
策
と

し
て
実
施
し
て
い
る
、
移
動
販
売
車

「
ま
ご
こ
ろ
便
」
は　

月　

日
鐘
か

12

31

ら
平
成　

年
１
月
４
日
醤
ま
で
休
業
。

27

問
商
工
課

◆
生
産
緑
地（
畑
）の
斡
旋　

農
林
業

従
事（
希
望
）者
に
。山
崎
第　

生
産

24

緑
地
地
区（
所
在
地
は
山
崎
２
０
７

７ 

１
ほ
か
）。地
積
は　

平
方
メ
ー

913

ト
ル
。
申
込
み
は
平
成　

年
１
月　

27

14

日
水
ま
で
に
農
政
課
へ

◆
工
業
統
計
調
査　

製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
、
経
済
産
業
省
が

　

月
中
旬
か
ら
平
成　

年
１
月
に
か

12

27

け
て
実
施
。
顔
写
真
入
り
の
「
調
査

員
証
」を
携
行
し
た
調
査
員
が
訪
問
。

問
行
政
管
理
課

◆
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
が
改
修
の

－

　

月　

日
水
ま
で
に
企
画
調
整
課
へ

12

17

◆
野
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会　

　

月　

日
月　

時
か
ら
市
役
所
５
階

12

22

10

　

・　

会
議
室
で
。
先
着
５
人
。
９

511

512

時　

分
か
ら
受
付
。
問
行
政
管
理
課

30会
員
募
集

◆
リ
ズ
ム
&
健
康
表
現
体
操　

毎
週

水　

時
～
正
午
東
部
公
民
館
で
。　

10

40

歳
以
上
の
女
性
。
月
２
千　

円
。
平

500

井
☎
７
１
２
９ 

１
５
６
４

◆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
プ
レ
ミ
ア　

毎

週
醤　

時
～　

時
七
光
台
会
館
で
。

13

15

基
礎
か
ら
学
び
た
い
人
。○月
 

３
千　

円
。

500

齊
藤
☎　
 

８
０
４
０ 

０
４
０
６

090

◆
生
花
・
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ク

ル　

毎
月
第
４
月　

時
～　

時
南
コ

13

16

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。1
回
２
千
円
。

伊
藤
☎
７
１
２
４ 

５
４
５
７

－

－

－

－

症
の
本
人
と
家
族
。当
日
会
場
受
付
。

問
成
瀬
☎
７
１
２
９ 

１
６
５
５

◆
市
指
定
ご
み
袋
取
扱
店
募
集
の
説

明
会　

平
成　

年
１
月　

日
木　

時

27

22

10

か
ら
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。　
27

年
度
～　

年
度
に
指
定
ご
み
袋
の
取

29

り
扱
い
を
検
討
し
て
い
る
方
。
問
清

掃
計
画
課

◆
郷
土
博
物
館
の
臨
時
休
館　
　

月
12

　

日
金
～　

日
日
（　

日
～
平
成　

19

28

29

27

年
１
月
３
日
土
は
年
末
年
始
休
館
）。

市
民
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
展
示
替
え

の
た
め
。
問
同
館
☎
７
１
２
４ 

６

８
５
１

◆
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
関
係

図
書
の
縦
覧　
　

月　

日
金
付
け
で

12

19

野
田
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
を
変

更
。
都
市
計
画
課
で
縦
覧
可
。
問
都

市
計
画
課

－

－

●犯●罪●発●生●件●数
本年の発生件数：１,６５７件　　　 　　前年比（－３４０件）
空 き 巣 ６５件（－４２件）　　忍び込み ４１件（－５０件）
ひったくり ４件（－１７件）　自動車盗 ８１件（－７４件）
自転車盗 ３１４件（－１０４件）　車上狙い１４６件（－３５件）
そ の 他１,００６件（－１５０件）

野田警察署管内（平成２６年１１月３０日現在の暫定件数）

●交●通（人身）●事●故
本年の発生件数：５１２件     前年比 （－５３件）
死亡者６人（－１人）    負傷者６４１人 （－６９人）
            野田警察署管内（平成２６年１１月３０日現在の暫定件数）

●火 ●災 ●件 ●数
１１月の発生件数：５件　  ２６年累計（６２件）
建物火災２件（２９件）　　林野火災０件（６件）
車両火災0件（５件）   そ　の　他３件（22件）

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

資源物（その８）
　繊維類のリサイクルは、主に次の３つ
の方法で進められます。
　１つ目は、そのまま衣類として再利用
する方法で、外国に輸出しています。
　２つ目は、機械の油をふくための布
「ウエス」の材料とします。
　そして３つ目は、細かく切った衣類を
ほぐして反毛とし、綿は軍手やモップの
糸などに、羊毛と化学繊維はフェルトに
加工するものです。
　ほとんどが１つ目の「そのまま衣類と
して再利用する方法」でリサイクルされ
るため、破損したものや汚れのひどいも
の、濡れたものなどは、種類に関わらず
対象外となります。
　なお、雨天時には、透明または半透明の
ビニール袋に入れて濡れないように出す
か、次回の資源回収に出してください。

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を
…
「
わ
が
家
の
天
使
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。
事
前
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

◎
千
葉
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が
改
定　

平
成　

年　

月　

日
木
か
ら
調
味
料
製
造
業
や
鉄
鋼
業
、
各
種
商
品
小
売
業
な
ど

２６

１２

２５

７
業
種
で
働
く
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
特
定
最
低
賃
金
が
引
き
上
げ
。
問
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
☎　
（　

）２
３
２
８

０４３
２２１
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市報のだ　第１１７８号　平成２６年１２月１５日号／発行：野田市・☎◯０４ ７１２５－１１１１（内線２３７４）／編集：企画財政部秘書広報課
人口と世帯：人口＝１５５,９５１人／男＝７８,２９３人、女＝７７,６５８人／世帯数６４,４４１世帯 （Ｈ２6．１２．１現在）

相続税とは

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会～　１月の新規利用者講習会　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
　各ルームの利用には、初回のみ本講習会の受講
が必要です。
○トレーニングルーム
【総合公園体育館】☎７１２５－１１５５
　・毎週月～土（１日～、３日土を除く）…１０時、１５時３０分～
　・４日日…１０時～、１８日日…１５時３０分～
【関宿総合公園体育館】☎７１９８－８５００
　・休館日（１日～～３日土、５日、１９日、２６日
　の月、１３日火） 以外…１０時～、１５時３０分～
○リフレッシュルーム
【野田公民館】☎７１２３－７８１８
　・７日水、１０日土、１４日水
　　　　…１１時、１３時３０分、１７時、１９時３０分～
※いずれも対象は満１６歳以上。運動のできる服装・室内
　用運動靴・タオルを持参
※月額使用料：市民１,３９０円、市民以外２,０８５円

相続税はどのような財
産にかかりますか？
相続税は、人の死亡に
より、残された財産を

もらった人にかかる税金で、
亡くなった人の所有してい
た、現金、預貯金、有価証券、
宝石、土地、家屋などのほか
貸付金、特許権、著作権など
金銭に見積もることができ
る経済的価値のある全ての
財産が課税対象となります。
　また、みなし相続財産と
して、死亡保険金や死亡退
職金も相続税の対象となり
ますが、５００万円×法定相
続人数までは非課税となり

ます。
　相続によって各人が取得
した財産の価額の合計額が、
遺産に係る基礎控除額（平
成２７年１月１日以降に生じ
た相続は３,０００万円＋６００万
円×法定相続人の数）を超
える場合には、相続の開始
があったことを知った日の
翌日から１０か月以内に、相続
税の申告と納税をする必要
があります。
　なお、配偶者には、法定
相続分または１億６,０００万円
のいずれか以内の取得財産
には相続税がかからない、
税額の軽減措置があります。

Ｑ
Ａ

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

　臨場感あふれ見ていて楽しいテレビショッ
ピングですが、商品の機能や特性をよく把握せ
ずに購入し、トラブルになる場合があります。
　テレビショッピングは、通信販売の１つで、
一定期間内で無条件に解約を認める「クーリ
ング・オフ制度」が適用されません。

　申し込みをする場合は、事業者の連絡先、
商品名や購入金額、引き渡し時期などの記録
を控え、トラブルに遭った時に連絡が取れる
ようにしておくことが大切です。
　また、返品や契約解除は事業者のルールに
従うことになるため、契約の際には、返品可
能であるかどうかを必ず確認してください。
　お困りの場合は消費生活センターに相談し
てください。

テレビショッピングは購入前に確認を

関根 千  佳 ちゃん
ち か

（H２３.６.５生）
　

　

Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
産
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
フ
ェ
ス
タ
が
、　

月　

日
に

11

16

清
水
公
園
内
花
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　
　

店
が
、
野
田
の
食
材
を
使
い
趣
向
を
凝
ら
し
た

27

料
理
で
競
い
、
各
店
に

は
長
い
行
列
が
で
き
た
。

　

約
�
万
�
千
人
の
来

場
者
が
、
食
べ
比
べ
て

投
票
。フ
ー
ド
部
門
は
、

寿
司
の
「
の
だ
小
町
」、

デ
ザ
ー
ト
部
門
は
、「
野

田
産
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」

が
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

野
田
の“
食
の
祭
典
”で

　
　
　

�
万
�
千
人
が
食
べ
比
べ

野田の味覚を口いっぱいほおばって

　平野 翔琉 くん  ・ 平野
かける

 瑠  奈 ちゃん
る な

（H２０.１０.１５生・左）  （H２４.５.５生・右）
　

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
市

民
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
ま
つ
り
」と
、福
祉
用
具
の
展
示

な
ど
を
行
う「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
、　

月　

日
、文
化
セ

11

15

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　
「
よ
さ
こ
い
」
や
「
え

だ
ま
め
体
操
」の
発
表
に

来
場
者
も
参
加
し
て
楽

し
ん
だ
ほ
か
、
手
話
や

点
字
、
車
い
す
体
験
な

ど
で
障
が
い
者
や
高
齢

者
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

展
示
や
疑
似
体
験
で

　
　
　

福
祉
の
大
切
さ
を
実
感

ハーモニカで野田市歌の演奏も



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

備　　考
１月１２月

施　　設　　名 ５日
月

４日
日

３日
土

２日
金

１日
木

３１日
水

３０日
火

２９日
月

２８日
日

２７日
土

２６日
金

○―――――――――○本庁舎（一般業務）
※転入・転出・転居などの住民異動届や、他
市・他機関に照会が必要なものなどは除く○※○――――――※○―○市民課窓口業務

○○――――――○―○市税の夜間・日曜納税相談窓口
○―――――――――○関宿支所
○―――――――――○南・北・中央各出張所
関宿コミュニティ会館小ホールを含む○○――――――○○○中央・北・南・関宿コミュニティ会館

―○――――――○○○興風図書館
○○――――――○○○南・北・せきやど図書館
１２月１９日から28日まで企画展準備のため休館○○―――――――――郷土博物館

○○――――――○○○市民会館
―○――――――○○○鈴木貫太郎記念館
○○――――――○○○関根名人記念館
○○――――――○○○文化会館
―○――――――○○○小ホール（欅のホール）
―○――――――○○○勤労青少年ホーム
―○――――――○○○青少年センター
○○――――――○○○総合公園
―○――――――○○○関宿総合公園
―○――――――○○○福田運動場
―○――――――○○○福田体育館
―○――――――○○○川間体育館
○○――――――○○○春風館道場
※１２月３１日は友引のため、１５時３０分から
式場利用のみ○○○○―※○○○○○○野田市斎場

○○○○―○○○○○○野田市関宿斎場
※１月５日は中央・野田公民館のみ開館※○――――――○○○公民館

○○――――――○○○総合福祉会館
―○――――――○○○谷吉・七光台・島・関宿会館
１９時から２２時まで（注）○○○○○○○○○○○急病センター（内科・小児科）
９時から正午まで―○○○○○○○○――急病センター（歯科）

○―――――○○――○ごみの収集
１２月１９日までの受付分は３０日までに回収○―――――○○――○粗大ごみの回収の受付

○―――――○○――○ごみの自己搬入の受付
１月１日～３日の回収は変更（１２月２２日～２５日、２９日に振替）や中止となる場合が
あるため、推進員か清掃計画課に確認を―○○資源回収

○―――――――――○し尿の収集
○――――――――○○堆肥センターの自己搬入の受付

年内の収集は１２月２６日午前中受付分まで。２6日
午後及び２７日の受付分は１月５日以降に収集○――――――――○○みどりの収集

○―――――――――○野田健康福祉センター（野田保健所）
業務は９時～正午と１３時～１６時３０分○―――――――――○法務局（登記所）の証明書交付窓口

年末年始の業務一覧

（注）＝１２月２８日～１月４日の９時から１６時までは休日当番医（健康ガイドに掲載）をご利用ください。
【問合せ】施設は各業務日を確認し、問い合わせてください。なお、関根名人記念館は商工課／小ホール（欅のホール）は野田公民館☎7123－7818
／福田運動場・体育館、川間体育館は社会体育課☎7124－7930／急病センターは保健センター☎7125－1188／ごみの収集・粗大ごみ・自己搬入は清
掃第一課☎7138－1001／資源回収・みどりの収集は清掃計画課／し尿の収集は清掃第二課☎7127－1500／堆肥センターは農政課へ

◆本庁舎（一般業務）　　　　　　　　　　　　　　
　市の一般業務は、１２月２７日土から平成２７年１月４日
日まで休みとなります。また、12月29日鉦から１月３
日上までは、本庁舎内への出入りができませんので、
展望ロビーや１階ふれあいギャラリー、ピアノの使用
は休止します。
　ただし、「出生届」や「死亡届」、「婚姻届」、「離婚

届」などの戸籍届出書は、本庁舎北側通用口の守衛室
で受け付けます。
◆水道業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　漏水や断水などが発生した場合は、水道部へご連絡
ください。問水道部☎７１２４－５１４５
◆その他の業務　　　　　　　　　　　　　　　　　
　下記の一覧表をご覧ください。なお、表中以外の施
設・業務は、直接お問い合わせください。

年年年年年年年年年年末末末末末末末末末末年年年年年年年年年年  年末年始始始始始始始始始始始ののののののののののの業業業業業業業業業業務務務務務務務務務務案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内業務案内

○＝業務日／―＝休業日（休館日を含む）



つ
い
て
の
質
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

【
時
間
】
各
回
９
時　

分
～　

時　

分

30

13

30

【
定
員
】
各
回
先
着　

人
20

【
費
用
】　

円
300

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

【
申
込
み
】
各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
か

直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

訪
問
に
よ
る
機
能
訓
練
と
相
談

　

家
庭
で
の
機
能
訓
練
方
法
や
住
宅
改
造
な
ど
の
相

談
や
指
導
を
、
理
学
療
法
士
や
保
健
師
が
訪
問
し
、

無
料
で
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】　

歳
～　

歳
で
、
病
気
や
け
が
な
ど
に

40

64

よ
る
障
が
い
が
あ
り
訓
練
を
行
う
必
要
の
あ
る
方
か
、

体
が
弱
く
日
常
生
活
や
外
出
に
支
障
が
あ
る
方

※
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す

　

希
望
者
は
、
電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
・
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

３４８
健康ひと口メモ

医師会から

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保 健 セ ン タ ー・☎７１２５－１１８８
関宿保健センター・☎７１９８－５０１１
野田健康福祉センター・☎７１２４－８１５５

胸急病センター・☎７１２５－１１８８
怯夜間急病診療（内科・小児科）…１９時～２２時（毎日）
怯休日急患歯科診療…９時～正午（休日のみ）

　

麻
し
ん（
は
し
か
）は
、
非
常
に
感
染
力
が
強
く
、

予
防
接
種
を
受
け
な
い
と
多
く
の
方
が
か
か
る
病
気

で
す
。主
な
症
状
は
高
熱
や 
発 ほっ 
疹 
で
、重
症
化
す
る
と

し
ん

合
併
症
を
引
き
起
こ
し
死
亡
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
風
し
ん
は
「
三
日
は
し
か
」
と
も
呼
ば
れ
、

発
熱
、
発
疹
、
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
が
特
徴
で
す
。

　

１
歳
児
と
年
長
児
の
麻
し
ん
風
し
ん
定
期
予
防
接

種
は
無
料
で
す
が
、
定
期
接
種
の
期
限
を
過
ぎ
る
と

有
料
と
な
り
ま
す
。
接
種
し
て
い
な
い
方
は
早
め
に

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
者
に
は
す
で
に
通
知
し
て
い
ま
す
の

で
、
紛
失
や
転
入
な
ど
の
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
１
期
…
満
１
歳
～
２
歳
未
満
／
２
期
…

年
長
児（
平
成　

年
４
月
２
日
～　

年
４
月
１
日
生

20

21

ま
れ
）

【
接
種
期
限
】
１
期
は
満
２
歳
に
な
る
前
日
、
２
期

は
平
成　

年
３
月　

日

27

31

　

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
「
低
カ
ロ
リ
ー
で
も
こ
ん
な
に
満
足
！
～
１
食　

キ
500

ロ
カ
ロ
リ
ー
の
食
事
」を
テ
ー
マ
に
、
低
カ
ロ
リ
ー
で

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
に
関
す
る
栄
養
士
の
講
話
と

調
理
実
習
を
行
う
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
平
成　

年
２
月
５
日
障
９
時　

分
～　

時

27

30

13

　

分
30【

対
象
】
市
民
で
自
身
で
調
理
で
き
る
方

【
定
員
】
先
着　

人（
申
し
込
み
者
の
み
参
加
可
能
）

24

【
費
用
】　

円
300

１
歳
児
と
年
長
児
は

　

麻
し
ん
風
し
ん
定
期

予
防
接
種
を

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

【
申
込
み
】　

月　

日
鉦
か
ら
平
成　

年
１
月　

日

12

22

27

30

鞘
ま
で
に
電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

各
地
区
で
健
康
づ
く
り
料
理
講
習

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
る
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
「
健
康
づ
く
り

料
理
講
習
会
」
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

管
理
栄
養
士
や
保
健
師
も
参
加
し
、
健
康
管
理
に

ア
キ
レ
ス
腱
の
肥
厚

　

検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で
、「
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

　
　

/　

以
上
あ
り
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
方
は
、
ぜ

300
mg

dl

ひ
、
ご
自
分
の
か
か
と
を
触
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

か
か
と
の
幅
が
厚
く
感
じ
ら
れ
た
ら
、
ア
キ
レ
ス

 
腱 けん 
肥  
厚 
と
考
え
ら
れ
、「
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

ひ 
こ
う

血
症
」
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
、
ア
キ
レ
ス
腱
が
断
裂
し
や
す
く
、

　

人
に
１
人
の
頻
度
で
発
症
す
る
た
め
、
ま
れ
と
は

500い
え
な
い
遺
伝
性
の
病
気
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
体
に
現
れ
る
症
状
と
し
て
、
目
と
眉

の
間
に 
黄 おう 
色 

し
ょ
く 

腱  
板 
と
い
う
黄
色
い
お
で
き
の
よ
う
な

け
ん 
ば
ん

も
の
が
で
き
た
り
、
黒
目
の
ふ
ち
が
白
く
な
る
角
膜

 
輪 
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

り
ん

　

ま
た
、
手
指
の
付
け
根
や
肘
の
と
こ
ろ
が
ぼ
こ
ぼ

こ
と
隆
起
す
る
、
結
節
性
黄
色
腫
が
で
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
は
、
狭

心
症
や
心
筋 
梗  
塞 
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ

こ
う 
そ
く

り
ま
す
。

　

今
で
は
良
い
薬
が
開
発
さ
れ
、
食
事
運
動
療
法
と

合
わ
せ
て
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
正
常
値
近
く
ま
で

下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

症
状
が
気
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
は
お
近
く
の
病
院

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。　　
　
　
　
　

（
Ｙ
・
Ｍ
）

日 
程

�
月　

日
月

１９

�
月　

日
火

２０

�
月　

日
木

２２

�
月　

日
火

２７

�
月　

日
水

２８

２
月
６
日
金

内　
　
　

容

家
庭
円
満
！
男

の
料
理

ヘ
ル
シ
ー
料
理

～
中
華
編
～

お
ど
ろ
き　

中
華

!!

で
ヘ
ル
シ
ー

ヘ
ル
シ
ー
料
理

～
中
華
編
～

ヘ
ル
シ
ー
料
理

～
中
華
編
～

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
予
防

会　

場

保
健
セ
ン
タ
ー

南
部
梅
郷
公
民
館

福
田
公
民
館

北
部
公
民
館

関
宿
保
健
セ
ン

タ
ー

東
部
公
民
館

■日程と会場



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

中毒
１１０番

◯外
 

＝
外
科　

◯内
 

＝
内
科　

◯産
 

＝
産
婦
人
科

　（公財）日本中毒情報センター（化学物質、医薬品、動植物の毒
などで起こる急性中毒の応急処置の情報を提供）…大阪中毒
１１０番（３６５日２４時間）＝☎０７２（７２７）２４９９／つくば中毒１１０番（３６５
日９時～２１時）＝☎０２９（８５２）９９９９

◎休日当番医の診療時間は、外科・産婦人科＝９時～２２時（１６時～１９時除く）、内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センター）です。
　休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４-７２７２：コード番号６１０１）、
　または野田市ホームページ（http：//www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認を

◎
野
田
断
酒
新
生
会
酒
害
相
談
…
市
民
会
館
＝
１
月
�
日
日
・　

日
土
・　

日
土　

時　

分
～　

１７

２４

１８

３０

２０

時　

分
／
木
間
ケ
瀬
公
民
館
＝　

日
月　

時
～　

時　

分
／
榎
本
政
幸
☎
７
１
２
５
－
３
０
５
０

３０

１２

１３

１５

３０

◎
た
ば
こ
の
誤
飲
等
専
用
電
話
…　

日
・　

時
間
対
応
／

３６５

２４

テ
ー
プ
に
よ
る
情
報
提
供
／
☎　
（　

）９
９
２
２（
無
料
）

０７２
７２６

◎
こ
ど
も
急
病
電
話
相
談
…
毎
日
夜
間
対
応
／　

時
～　

時
／

１９

２２

☎
♯
８
０
０
０（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら
は　
（　

）９
９
３
９
）

０４３
２４２

野田健康福祉センター
（野田保健所）の健康に
関する案内
※　HIV抗体（エイズ）検査は、クラミ

ジア、梅毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎の
検査も同時に検査できます

保健センターの健康に関する案内と休日当番医
各地区健康相談栄　養歯　科乳幼児健診・

両親学級・予防接種

１
月

受付：９時３０分
　　　  ～１１時３０分

【離乳食講習会】
１３時３０分～１５時３０分

【栄養相談会】
１０時～１６時
（１２時～１３時除く）
※１９日は予約者優先

【歯科の受付時間】
受付：１０時～１１時
　　  １３時～１４時

（健診は個人通知）
３歳児健康診査は３歳６か月
で通知
両親学級の申し込みは電話で
受付：ＢＣＧ予防接種＝１３時
１５分～１３時４５分
会場：下記会場
麻しん風しん混合、ジフテリ
ア百日せき破傷風、ジフテリ
ア破傷風、日本脳炎、不活化
ポリオ、四種混合、水痘、ヒ
ブ、小児の肺炎球菌は各医療
機関で実施中

会場：下記会場会場：下記会場会場：下記会場

◯外 ＝西村クリニック（緯７１２３－００５０）／◯内 ＝七光台内科外科（緯７１２７－８８００）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）木１
◯外 ＝しばやま整形外科（緯７１２０－５３５５）／◯内 ＝あらい内科クリニック（緯７１２２－５７２３）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）金２
◯外 ＝川間春日町整形外科小児科クリニック（緯７１２７－６３３３）／◯内 ＝山縣医院（緯７１２５－３７４１）／◯産 ＝アイレディースクリニック（緯７１３７－７６６１）土３
◯外 ＝川間春日町整形外科小児科クリニック（緯７１２７－６３３３）／◯内 ＝野田病院（緯７１２７－３２００）／◯産 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）日４

栄養相談会
（保健センター）月５

３歳児健康診査
（保健センター）火６
３歳児健康診査
（保健センター）水７

谷吉会館、島会館両親学級コースⅠ－①
（保健センター）木８

精神保健福祉相談１４時～１６時
（予約制）

２歳３か月児歯科相談
（関宿保健センター）金９

土１０
◯外 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）／◯内 ＝奥野循環器科クリニック（緯７１２３－７７１１）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）日１１
◯外 ＝野田中央病院（緯７１２２－６１６１）／◯内 ＝野田南部診療所（緯７１２１－０１７１）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５－１０７０）月１２

関宿保健センター栄養相談会
（関宿保健センター）火１３

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

３か月児健康診査
（保健センター）水１４

精神障がい回復者グループ小枝の会
１０時～正午（予約制）

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）木１５

保健センター３歳児健康診査
（関宿保健センター）金１６
土１７
◯外 ＝東葛クリニック野田（緯７１２４－３１０１）／◯内 ＝新村医院（緯７１３８－２１０３）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）日１８

栄養相談会
（保健センター）

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）月１９

１歳６か月児健康診査
（保健センター）火２０

ＨＩＶ抗体（エイズ）検査９時～１０時（予約
制・匿名・無料）※

すくすく（低出生体重児）健康
診査（保健センター） 水２１

七光台会館

３か月児健康診査
（関宿保健センター）
両親学級コースⅠ－②
（保健センター）
木２２

１歳６か月児健康診査
（関宿保健センター）金２３
土２４
◯外 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）／◯内 ＝丹保医院（緯７１２９－３５５７）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）日２５

月２６
精神保健福祉相談１４時～１６時
（予約制）

１歳６か月児健康診査
（保健センター）火２７
３か月児健康診査
（保健センター）水２８

離乳食講習会
（関宿保健センター）

両親学級コースⅠ－③
（保健センター）木２９

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

ＢＣＧ予防接種
（保健センター）金３０
土３１
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鮫鮫鮫鮫

清
掃
計
画
課
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
不
用
品
提
供
者
は
、
希
望
者
か
ら
の

連
絡
が
な
い
場
合
も
、
市
報
掲
載
後
１

か
月
間
は
家
庭
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い

○
不
用
品
の
引
き
取
り
は
、
提
供
者
と

希
望
者
の
間
で
、
責
任
を
持
っ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い

○
提
供
者
は
、
複
数
の
希
望
者
か
ら
の

連
絡
を
受
け
た
場
合
で
も
、
誠
意
を
持

っ
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い

○
生
き
物
や
食
品
な
ど
は
掲
載
で
き
ま

せ
ん

【
申
込
み
締
切
日
】
毎
月　

日
ま
で
に

20

届
い
た
も
の
は
、
翌
月
号
に
掲
載

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

祝
日
の
ご
み
収
集
と
資
源
回
収
な　
　

ど

 

◆
ご
み
収
集
＝　

月　

日
鍾
、
１
月　

12

23

12

日
鉦
は
通
常
通
り
収
集
予
定

◆
資
源
回
収
＝　

月　

日
鍾
、
１
月　

12

23

12

日
鉦
が
回
収
日
の
団
体
は
通
常
通
り
回

収
予
定

○
使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
と
臨
時
資

源
回
収
日
時
＝　
月　

日
上
、　

日
醤
、１

12

27

28

月　

日
醤
９
時
～
正
午
と　

時
～　

時

25

13

16

※
回
収
場
所
…
再
資
源
化
事
業
協
同
組

合（
西
三
ケ
尾　
 

２
）、旧
関
宿
ク
リ
ー

410

ン
セ
ン
タ
ー（
古
布
内
１
９
４
０ 

１
）

【
問
合
せ
】
ご
み
収
集
は
清
掃
第
一
課

☎
７
１
３
８ 

１
０
０
１
／
資
源
回
収
、

使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
と
臨
時
資
源

回
収
日
時
は
清
掃
計
画
課

―

―

―

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

目
的
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー　

【
譲
り
ま
す
】

品　

物　

名

木
製
シ
ン
グ
ル
ベ

ッ
ド

ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト

ベ
ビ
ー
バ
ス

ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク

フ
ラ
ッ
ト
ベ
ン
チ

オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー

ハ
ロ
ゲ
ン
ヒ
ー
タ
ー

家
庭
用
パ
チ
ス
ロ

野
田
一
中
制
服

購
入
年

不
明

不
明

不
明

不
明

無
料

平
成　

年
19

ご
ろ

平
成　

年
16

ご
ろ

不
明

平
成　

年
22

ご
ろ

平
成　

年
23

希
望
金
額

無
料

千
円

　

円
200千

円
無
料

　

円
500

　

円
500

　

円
500３

千
円

千
円

備　
　
　

考

組
立
品
、２
台
あ
り
、１
台
は
ベ

ッ
ド
下
に
引
き
出
し
付
き

紳
士
用
、
バ
ッ
グ
・
ク
ラ
ブ

フ
ル
セ
ッ
ト
あ
り

コ
ン
ビ
製

腹
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
、
幅

　

㎝
×
奥
行
き　

㎝
×
高
さ

33

140

　

㎝
60ヤ

マ
ゼ
ン
製

タ
ン
ク
容
量　
・　

リ
ッ
ト
ル

3
5

北
斗
の
拳
、
電
源
コ
イ
ン
不

要
機
付
き

女
子
用
、冬
用
ス
カ
ー
ト
ウ
エ

ス
ト　

㎝
、ワ
イ
シ
ャ
ツ
あ
り

75

連　

絡　

先

藤
井
思
７
１
２
７
・
４
９
７
８

（
フ
ァ
ク
ス
の
み
）

取
り
に
来
ら
れ
る
方

渡
辺
緯　
・
４
８
３
１
・
７
６
１
７

090

千
葉
緯　
・
３
０
０
９
・
７
６
８
７

090

取
り
に
来
ら
れ
る
方

川
島
緯　
・
５
４
４
３
・
１
９
７
０

080

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

品　

物　

名

漬
け
物
用
石

家
庭
用
ミ
シ
ン
一
式

コ
ミ
ッ
ク
本

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

希
望
金
額

無
料

安
価

１
冊　

円
ま
で

300

千
円
ま
で

備　
　
　
　

考

　
　

以
上
の
も
の

10
kg

金
子
節
子
著
「
の
ん
ち
ゃ
ん
の

手
の
ひ
ら
」
６
～　

巻
10

連　
　

絡　
　

先

千
葉
緯　
・
３
０
０
９
・
７
６
８
７

090

 
茂 しげ 
清 
緯
７
１
２
９
・
７
０
３
６

き
よ

わ
た
べ
緯
７
１
２
４
・
９
３
５
４

（
留
守
番
電
話
あ
り
）

坂
井
緯　
・
１
２
５
８
・
１
５
９
２

090

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を

◆「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」の

コ
ー
ナ
ー
へ
の
申
込
方
法

①
提
供
者
（
希
望
者
）
は
、
は
が
き
で

市
に
申
し
込
む
、
②
市
で
記
入
漏
れ
が

な
い
か
審
査
、
③
市
報
に
掲
載
、
④
希

望
者
は
直
接
、
連
絡
・
交
渉
す
る
と
い

う
形
で
す
。

　

提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
に
①

品
物
名
、
②
購
入
年
、
③
住
所
、
④
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
⑤
連
絡
方
法
、
⑥
金

額（
有
償
の
場
合
は
必
ず
記
入
。「
譲
り

ま
す
」
の
価
格
応
談
は
不
可
）
を
記
入

し
て
、
〒　
 

８
５
５
０
野
田
市
役
所

278
―

品　

物　

名

Ａ
３
型
レ
タ
ー
ケ

ー
ス

七
光
台
小
学
校
体

操
服
、
ジ
ャ
ー
ジ

自
転
車

購
入
年

平
成　

年
15

平
成　

年
20

～　

年
25

不
明

希
望
金
額

５
千
円

無
料

無
料

備　
　
　

考

キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
、　

段
18

連　

絡　

先

木
原
緯　
・
３
１
９
３
・
１
１
３
９

080

取
り
に
来
ら
れ
る
方

長
澤
緯
７
１
２
９
・
８
８
６
２

（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

不
在
時
は
フ
ァ
ク
ス
で
お
願
い
し

ま
す

北
島
緯
７
１
２
４
・
５
７
３
０
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